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１ 開会あいさつ 千野会長・金子福祉介護課長        （司会：事務局 河内） 
 
 高齢者福祉に関する様々な内容が記載されている資料であり、読みごたえがあった。 
短い時間ではあるが、意見を出し合い、話し合いをしていきましょう。 
 
 今年度 1 回目の会議、介護に関する課題が多く、様々な意見をいただき、体制作りをし
ていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 
 ※新規委員について紹介（席次表を配布し、委員全体の自己紹介は省略） 

運営協議会と地域ケア会議両方の委員（平岡委員、信田委員） 
   運営協議会のみの委員（渡辺委員、津野委員） 
   地域ケア会議のみの委員（近委員、林委員（欠席）） 
   事務局（金子、諸橋、中村） 
 
２ 地域ケア推進部会・高齢者虐待ネットワーク部会・運営協議会合同会議 
 進行：千野会長 
 
（１） 養護老人ホームの入所措置の判定・報告について【当日資料配布】 
 入所措置の判定なし 令和６年８月 27日 現在入所措置 28名 
 質疑応答なし 
 
（２） 高齢者虐待の状況について【資料 1】  説明 
 
相談件数が少ないことや認定者数が少ないことは良いが、施設や事業所からあがって

いないようだ。令和５年・６年の職員の研修の参加人数や実施している中での意識はどう
感じているか。 

 
令和５年度は介護職も参加できるようにオンラインで実施した。4 回実施し、1 回の開催

で 10～20人くらいの参加で、全体で 30人程度。 
県でも研修を行っている。年 2 回事業所での研修が義務付けられているので、研修状況
をみてほしい。 
 
 
（３） 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施について【資料 2】【資料 2-1】説明 

 
報告のあった事業については、エネルギーのいる仕事ですが、令和 6年度中に終わる

のですか？ 
令和 6年度の事業計画のため、この計画については今年度中に終了予定です。 
 
高齢者が増えて、働き手が減っていく時代。エネルギーのいることなので、流れとしてう

まくいくようにしてほしいと思います。よろしくお願いします。 
 
（４）認知症の人と家族の一体的支援事業の実施について【資料 3】  
認知症初期集中支援チームチラシ、認知症ガイドブック 2024について説明 

 質疑応答なし 
 
（４） 令和 6年度新発田地域在宅医療・介護連携推進事業計画について 

【資料 4】【資料 5】について：しばた地域医療介護連携センター 平野委員により説明 
 質疑応答なし 
 
３ 胎内市地域包括支援センター運営協議会議題 
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14：50終了 

（1）令和 5年度事業報告・令和 6年度事業計画【資料 6】 
高齢者の状況、地域マネジメント力強化支援事業、高齢者の保健事業と介護予防事

業の一体的実施、包括スタッフの資質向上研修 
（社協）目標「住み慣れた地域で尊厳を保持し自分らしい生活を送れるよう、地域包括ケ
ア体制が円滑に行われる地域づくりを目指す」、各機関や地域との連携を強化する仕組
みをつくる、個別地域ケア会議の開催 
（愛広苑）ハイリスク者の把握、成年後見制度の利用促進、地域づくりや地域課題への働
きかけ 
（やまぼうし）認知症の人と家族の一体的支援プログラムの開始、黒川地区の地区活動 
（ちゅーりっぷ苑）令和６年４月～委託であるため、自分たちを知ってもらうこと 
 
地域包括支援センターのリーフレットは良いが、学校とかシンプルに書かれているが、

具体的にどこなのかぱっと見てわかりにくいので、もう少しわかりやすく修正をお願いした
い。 
 
まず顔を覚えてほしいと思い作成したところ。わかりやすく明記して作りかえていきたい

と思います。ありがとうございました。 
 
資料３を見てすごいことだと思った。対象となる、来ていただける人は１回何人を想定し

ている？１回で終わらずに次に続くというがどんな風に展開していく？資料６の 18 ページ
にも記載されていて対応していた。 

 
１回の人数は多くを想定していない。喫茶店を貸し切りにしてくれているので、お店が

休みの日に設定している。本人と家族が組になって参加するので、1回に 5組 10名程度
を想定している。大勢でにぎやかだとゆっくり話ができないため、多くなれば区切って次の
月に案内しようと考えている。対象を区切っているのは、ここが居場所ではなく入り口で通
過点にしてもらう。介護保険サービスにつながれば、いったん卒業。チームオレンジや虹
色カフェなどに行けるなら、卒業にするのかどうするのか、まだ決まっていない。黒川病院
の外来看護師や医師からも対象となる方に話をしてもらっている。意見を聞きながらやっ
ていく予定。 
カフェに来ている人が参加するようなところかと思ったのですが、考えていたものと逆で

した。5組ですね、驚きました。 
 
（２）第 8 期介護保険事業計画における「自立支援・介護予防又は重度化防止に関する
取組と目標」の報告【資料７】 
 訂正あり 高齢化率 37.45％ 
質疑応答なし 

 
４ その他 
  特になし 
 
５ 閉会挨拶  宮本副会長 
 数字に出て端的に見えるのは良いが、認知症基本法の理念、患者本人の満足度があ
ればいいなと思うので、実際利用している人の声をきくと、新たな目標ができると思います
ので、よろしくお願いします。 
 

      


